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(3) 高耐力のアルミニウム合金管の製造時には，とくに衝合面が I 型の開先形状となるフォーミング加
工が溶接条件の選定と並んで極めて重要であることを指摘し そのための成形加工条件を見出している。
(4) 溶接菅の品質保証と性能向上を図るため，溶接時に形成される内面ビードを除去する切削機構を開
発し，これによって製管後の加工性や耐食性が著しく改善されることを実証している。
以上のように，本論文は，アルミニウム合金管のロールフォーミング加工と高周波誘導溶接による製
造技術について有用な知見を与えるとともに，その実用化に成功しており，溶接工学ならびに生産技術
上寄与するところが大きい。よって本論文は，博士論文として価値あるものと認める。
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